
第
二
巻
　
　
紹
　
・
介
　
　
押

書

の
轡
屋
を
結
論
・
・
」
し
て
筆
ケ
欄
σ
り
。
以
上
の
理
趣
に
葺
り
て
著
者
の
識
語

ミ
高
鷲
ほ
到
塵
に
窺
知
し
得
ら
れ
西
洋
輿
界
稀
有
の
好
調
こ
し
て
、
本
書
の

公
列
が
學
界
に
一
越
を
與
ふ
る
こ
ピ
大
な
ろ
は
諭
嫁
し
、
而
も
、
、
は
昨
年
の

京
都
大
墨
・
夏
期
講
演
曹
に
於
け
る
識
演
よ
“
成
れ
る
を
以
て
、
そ
の
読
蓮
李

易
を
旨
ミ
・
し
、
考
謹
ψ
置
け
論
旨
簡
明
娼
蓮
に
し
て
興
趣
深
き
筆
致
は
一
般

刷公

O
に
’
も
｛
谷
臼
勿
に
野
冊
細
㎜
畑
臓
を
・
曾
得
ゼ
・
し
め
導
べ
・
し
。
鷹
司
ふ
ろ
に
．
各
章
・
末
「
に
探

附
ゼ
る
約
百
偽
箇
の
｛
易
眞
隅
は
木
丈
ご
相
侠
ち
て
諮
着
に
有
害
な
ろ
も
の
な

ら
ん
。
（
交
倉
紙
工
行
、
便
ご
、
宥
○
）
〔
植
村
〕

　
　
り
　
　
　
　
も
　
ヤ
　
ヘ
　
ヘ
　
へ

　
　
　
　
⑳
登
山
の
注
意
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
賢
本
由
岳
命
著

近
時
登
霞
の
趨
三
鷹
離
學
生
の
問
に
蹴
毒
し
、
夏
期
に
於
て
は
富
士
り
如
き

H
本
ア
ル
プ
ス
諸
悪
の
知
｝
登
山
者
相
次
ぐ
に
至
η
・
し
は
學
術
研
究
上
叉
躍

健
の
氣
風
養
成
上
に
頗
ろ
撰
ぶ
べ
き
傾
向
な
る
が
、
而
も
不
用
意
の
欝
め
に

往
々
山
中
に
滲
論
ず
る
も
の
あ
る
は
頗
ろ
危
倶
の
念
を
懐
か
・
し
む
る
所
な
り

罫
書
嫉
登
山
の
際
の
危
瞼
を
詳
説
し
て
腎
隙
的
の
登
山
者
に
警
告
ε
注
怠
ピ

を
與
へ
謙
る
も
の
な
り
、
此
種
の
濫
作
は
…
従
來
こ
れ
な
き
に
あ
ら
ざ
れ
こ
も

本
書
は
登
山
門
門
家
の
團
艘
な
る
日
本
山
岳
會
の
手
に
な
り
し
も
の
ε
て
珊
…

か
他
ご
異
る
も
の
あ
る
を
梵
ゆ
本
書
、
初
め
の
登
山
の
危
瞼
慧
る
理
由
を
蓮

べ
、
次
に
氣
言
上
の
…
激
攣
に
基
く
二
三
…
，
山
嶽
に
固
有
な
ろ
条
下
、
危
隙
を

蓬
く
べ
き
手
段
、
登
山
の
準
備
事
項
等
を
長
｝
問
の
経
験
に
墓
づ
き
且
欧
沸

に
於
け
る
登
窃
術
（
≧
℃
．
巳
・
ヨ
）
を
も
媒
酌
こ
着
下
し
れ
る
も
の
匹
し
て
、
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暗
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四
　
　
（
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人
夫
ド
使
役
の
鵬
ず
蜘
。
凝
、
天
菓
…
の
張
り
甑
万
等
ド
∵
ま
で
及
べ
る
は
極
め
て
鰍
一
切
且

つ
周
到
ぐ
」
云
ふ
べ
・
し
、
　
登
山
者
…
並
び
に
乱
離
研
究
家
の
指
針
ぜ
㌔
・
し
て
、
［
談
評
肇

べ
き
、
・
耳
書
な
り
、
篭
信
ず
。
（
二
本
由
岳
會
獲
行
、
非
賢
品
｝

　
　
　
　
⑫
癒
珈
か
い
旗
勝
か
栖
物
証
青
磁
糎
陣
脚
で
紳
等
身
｝
二
鄭
著

本
篇
判
サ
4
エ
ン
ス
」
第
七
巷
の
特
追
払
苧
し
て
出
で
六
る
も
り
、
著
者
ぽ

元
第
七
為
等
婁
校
二
士
需
三
二
“
」
し
て
植
物
學
を
講
ご
、
今
夏
灘
製
作
所
に

入
り
て
噺
鑑
を
嘆
け
つ
・
あ
る
篤
謬
り
士
な
り
。
著
者
の
取
扱
へ
ろ
如
き
植

物
地
理
學
は
地
理
學
の
「
分
科
ご
・
し
て
敗
米
に
於
て
は
可
な
り
の
狡
蓮
を
蓮

げ
六
る
も
比
較
的
斬
し
き
學
瀞
な
ろ
上
之
が
閣
係
で
ろ
科
目
頗
る
多
く
最
も

主
要
な
る
地
理
學
植
物
學
に
勿
論
蹟
く
分
類
學
生
理
學
地
質
畢
、
魚
候
學
、

経
聖
運
等
に
通
暁
ゼ
ざ
る
べ
か
ら
す
、
繋
れ
本
秤
の
進
歩
遅
々
回
る
所
以
に

し
て
殊
に
我
が
岡
に
て
は
組
織
的
に
此
の
穂
の
試
み
を
な
む
謀
る
も
の
あ
る

を
聞
か
す
、
著
者
此
に
見
る
所
あ
り
、
植
物
五
畜
旦
地
に
の
み
偏
ぜ
す
蛾
理
學

の
外
廣
く
醐
係
累
科
を
も
考
慮
・
し
で
從
來
閑
却
煙
ら
れ
・
し
方
面
を
開
拓
妊
し

も
の
な
り
、
其
叢
談
の
方
法
ぽ
各
地
方
に
就
き
て
地
形
藪
影
響
の
環
境
を
明

か
に
・
し
之
に
雁
じ
て
如
何
に
植
物
諸
系
Q
、
♂
第
）
が
券
布
さ
れ
此
等
が
人
生

に
及
ば
ず
影
響
響
を
論
じ
薫
る
も
の
，
而
し
て
各
大
陸
の
薩
劉
の
細
分
に

主
ミ
し
て
霞
形
に
よ
野
晒
る
ミ
氣
候
を
基
“
」
し
ぬ
る
ε
あ
の
て
一
完
せ
ざ
れ

こ
も
要
は
其
地
方
の
特
有
の
植
物
隅
系
を
な
す
も
の
を
取
り
て
輩
元
ご
ぜ
り

碧
各
自
ら
も
藪
下
に
判
限
ぜ
ら
れ
て
唯
芝
川
記
導
レ
止
め
げ
、
植
物
地
蝿
摯



の
「
端
を
窺
．
難
ぜ
ん
の
み
ぐ
」
言
へ
る
如
く
燗
々
の
審
項
は
徐
り
簡
に
渦
ぎ
反
鷹

其
重
き
を
置
σ
る
鮎
が
那
蓬
に
あ
る
か
を
疑
ほ
・
し
む
ろ
感
死
恥
に
あ
ら
ざ
れ

．
ε
極
め
て
卒
易
に
書
き
下
さ
れ
（
鍾
。
ヨ
）
の
襯
念
を
得
し
む
る
に
は
足
る
、
尚

同
誌
弟
七
巻
一
鶴
所
載
買
繋
の
「
地
球
上
於
け
ろ
主
な
ろ
穂
物
群
界
に
就
て
」

及
び
同
巻
七
號
班
載
同
氏
の
「
植
物
色
界
の
生
成
F
必
要
な
る
生
活
條
件
に

就
て
」
に
其
通
論
及
び
理
論
的
万
雇
の
研
究
あ
り
、
本
篇
巴
併
ゼ
て
一
鼎
讃
の

厭
恒
値
あ
サ
。
．
へ
・
し
。
（
鳥
津
製
作
所
費
行
）
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自
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図
H
¢
δ

地
理
學
の
圭
要
部
六
る
地
形
墨
・
．
．
父
其
の
主
要
部
を
凍
む
る
山
岳
の
研
究
を

英
國
の
地
形
學
の
泰
斗
が
麗
め
六
る
も
の
、
山
岳
を
分
類
し
て
主
§
し
て
其

成
因
の
上
よ
り
之
を
原
無
蓋
は
構
造
山
ピ
滞
蝕
ら
よ
ぢ
後
成
山
建
に
二
大
別

・
し
、
更
に
其
各
を
細
分
・
し
て
＝
其
成
因
、
地
質
襟
裏
、
由
容
よ
嚇
其
搬
蓮
地

形
の
遜
化
及
び
蓬
に
茸
、
形
を
失
ふ
に
至
る
ま
で
の
経
路
を
理
論
的
に
叉
實
例

に
就
き
て
訟
思
し
，
禰
曲
中
脈
…
の
遽
例
糞
ろ
ア
ル
プ
山
系
の
各
山
凋
の
地
形
ξ

其
攣
濾
等
は
殊
に
詳
論
す
る
所
あ
り
且
つ
巻
末
に
山
岳
じ
關
す
る
あ
ら
ゆ
る

術
語
を
集
め
之
を
ア
ル
7
ア
ペ
ソ
ト
順
に
排
列
し
イ
、
翫
明
を
蔵
敷
た
り
、
著

者
の
山
岳
に
關
す
る
作
は
之
よ
り
以
前
に
蛋
表
・
し
れ
る
フ
肖
9
遮
音
。
・
三
§
・
昌

器
巳
ズ
ニ
8
9
圃
σ
q
冒
（
H
三
。
§
p
二
8
≧
ヨ
9
μ
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三
楓
お
。
門
）
及
び
〉
己
二
8
。
三

ぎ
§
角
9
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昌
。
＝
ぎ
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ゼ
頓
（
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一
、
冨
O
o
8
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stt：

医」

ぎ
。
ご
一
ド
ぢ
嵩
）
等
あ
り
，
本
書
も
其
身
を
基
に
し
爾
諸
家
の
親
を
も
疹
酌

し
て
完
成
ぜ
る
も
の
こ
す
、
近
時
戎
が
國
に
締
て
山
事
趣
味
の
蹴
員
孜
ぜ
ん
寸
」

す
ろ
に
際
し
荷
も
地
形
學
に
志
す
も
の
に
勿
論
山
畠
に
暫
し
て
科
學
寛
解
繹
卑

を
試
み
ん
ε
す
る
人
々
の
精
融
す
べ
き
好
著
7
4
り
ご
思
惟
す
。

　
　
　
⑳
竃
ゆ
⑭
げ
9
冨
㎜
o
望
も
。
《
O
瓢
自
口
㏄
U
二
二
当
O
o
a
町
9
島
　
圏
O
賦
巳

石
炭
が
工
業
り
原
遡
力
．
・
」
し
て
國
家
経
濟
の
基
本
の
一
に
こ
て
経
濟
地
理
墨

上
重
要
鉱
る
項
目
れ
，
る
は
紫
説
の
要
も
な
か
ら
ん
、
本
書
は
世
界
弟
二
の
産

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
へ

地
に
し
て
載
の
産
ご
共
に
工
業
上
一
方
の
覇
を
秘
す
る
英
國
の
石
炭
を
取
扱

へ
る
も
の
、
著
者
は
當
時
英
領
印
度
〆
ル
ラ
バ
バ
…
ド
大
學
の
経
濟
學
敏
授

に
て
嘗
て
に
英
本
國
の
サ
ウ
ス
ウ
エ
ー
ル
ス
及
モ
ン
マ
ス
シ
ャ
ー
大
嘘
に
於

て
政
治
経
濟
の
講
座
を
霧
任
也
ろ
こ
ご
も
あ
り
、
而
し
て
石
炭
に
就
き
て
造

詣
殊
に
深
く
從
來
此
に
賑
す
る
多
く
の
著
書
あ
り
て
斯
學
界
に
重
き
を
な
ぜ

る
入
嫁
り
、
此
書
石
炭
及
炭
層
の
性
質
、
石
炭
り
用
途
等
よ
り
読
き
起
し
て
英

囲
の
炭
田
、
艶
話
掘
油
等
よ
り
石
炭
貿
易
、
企
業
家
合
同
組
織
等
に
論
及
し
更

に
勢
蟹
田
題
坑
夫
の
生
活
問
題
等
に
も
購
れ
鰻
後
に
英
國
の
石
炭
の
將
來
、

世
界
に
於
け
ろ
石
炭
の
鐘
．
藏
を
以
て
結
び
禽
巻
末
に
附
錐
ε
む
て
坑
夫
會
就

厩
…
灰
費
閥
貝
契
約
、
石
…
灰
鑛
業
法
眼
玉
湯
を
添
へ
六
旧
り
、
、
郎
丁
う
石
山
灰
の
性
質
、

炭
田
分
布
探
鑛
の
方
法
等
の
一
般
的
説
明
は
本
書
の
生
眼
ミ
す
る
所
に
あ
ら

す
し
て
其
の
特
質
は
＋
一
草
以
下
り
石
炭
の
綬
溜
強
聴
量
的
考
案
に
あ
り
．

　
此
方
面
に
於
て
降
μ
治
ん
こ
め
ら
ゆ
ろ
霧
合
を
羅
げ
之
に
罫
し
て
［
「
著
者

第
凶
號

一
六
五
（
七
一
七
）



第
二
－
巻
　
　
㍗
紹
　
介
　
　
躍

霞

猫
謙
り
意
古
創
を
蓮
べ
砥
r
に
弟
二
十
山
一
章
・
の
石
山
灰
繭
問
二
心
（
の
〕
己
〔
，
，
ぎ
弓
彰
二
（
．
三
）
に

於
て
最
も
よ
く
其
卓
見
や
窺
ひ
得
べ
・
し
、
面
・
し
て
雌
等
に
奮
に
英
國
の
事
情

を
明
か
に
す
る
に
止
ま
ら
す
、
贋
く
世
界
の
石
山
制
海
濟
に
も
適
用
ぜ
ら
れ
経

濟
地
理
學
研
究
に
資
す
る
所
少
な
か
ら
ざ
る
も
の
あ
る
を
信
ず
。

　
　
　
囎
e
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護
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Q
り
捧
凱
影
ぢ
崎
．

英
本
見
及
び
其
領
土
の
地
方
誌
ε
し
て
は
灘
に
す
ソ
ク
ス
フ
ナ
ー
ル
ド
調
査

英
帝
國
○
客
「
o
乙
u
っ
嚢
く
命
中
。
剛
日
、
蛇
二
田
プ
季
ご
℃
ご
，
o
及
び
グ
ン
ブ
リ
ソ
ヂ
二
等

0
2
三
三
〔
剛
σ
q
①
O
o
戸
露
蔓
Ω
8
喫
壱
π
票
鈍
り
浩
潮
r
る
叢
青
あ
り
，
前
者
は

既
に
完
成
こ
後
者
も
年
を
逐
び
て
綴
練
的
に
出
版
煙
ら
れ
つ
・
あ
り
、
．
而
し

　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヤ
　
も
　
　
も
　
　
も
　

も
　
　
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に

て
英
領
印
度
の
地
宥
誌
ぽ
前
翻
り
ア
ジ
ア
洲
の
部
反
は
ぎ
（
麟
p
コ
O
養
。
二
。
2

等
備
は
り
て
各
方
面
の
研
究
殆
ん
ご
慰
漏
な
き
も
．
小
な
る
行
政
腿
劃
の
詳

細
を
知
る
能
ほ
ざ
る
を
憾
み
芒
ぜ
し
が
近
時
．
男
・
軍
畷
畠
内
野
氏
監
修
の
下

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
へ
　
し
　
セ
　
へ

に
各
地
ガ
の
地
理
に
蓮
曉
芭
る
人
々
に
託
し
イ
、
印
厘
各
州
誌
．
一
、
§
、
霧
三

〇
3
喚
6
㌶
窪
（
㍉
N
日
×
【
［
p
が
ケ
ン
プ
山
農
ン
ヂ
大
望
出
版
ご
・
し
て
計
叢
ぜ
ら
る

㌧
に
及
び
其
餅
陪
を
補
は
ん
ミ
で
る
に
至
れ
り
Q
本
書
α
横
隔
苦
の
第
三
巻

ミ
し
て
「
一
、
冨
寓
p
ハ
7
p
陰
）
「
。
。
・
…
＾
す
’
曙
ノ
く
三
同
ツ
ぞ
の
舞
ρ
6
8
お
”
彗
叡
段
ぎ
p
皿
　
山

o
o
T
窄
（
団
⊃
D
貯
8
ψ
及
び
盟
篤
男
p
、
二
p
y
以
〇
三
～
諾
暮
一
、
．
6
三
8
鴨
川
v
一
．
つ
く
ぎ
o
ρ

碧
ρ
＝
（
げ
色
ご
三
『
に
次
ぎ
て
出
で
上
る
も
の
、
地
謡
人
丈
の
各
項
に
亘
り
最
新

の
材
料
を
取
扱
ひ
最
近
の
測
斌
に
認
り
糞
れ
ば
其
内
容
の
取
る
べ
き
も
の
多

第
四
號

｝
六
山
ハ
　
（
七
一
八
）

き
艮
勿
論
、
其
田
面
の
方
渋
・
ト
も
上
し
き
試
み
少
か
ら
ず
。
我
國
の
縣
郡
誌

編
纂
の
任
に
妊
る
人
々
に
飽
由
の
石
ぐ
」
・
し
て
音
舌
す
ろ
所
な
q
。

　
　
　
　
　
ぬ
　
へ
　
も
　
へ
　
も

　
　
　
　
⑲
古
明
器
園
録
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
端
山
學
〔
胃
印
行

　
羅
振
玉
氏
の
編
纂
に
係
り
、
岡
幾
灰
藏
の
支
那
漣
六
朝
・
φ
り
麿
代
に
篭
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
ヘ
　
へ

古
明
器
類
の
逸
品
を
集
め
て
印
行
ぜ
る
も
の
鉱
り
。
全
四
巻
に
て
、
舞
一
趣

　
　
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
ヘ
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
　
む

に
は
鮪
土
臨
）
の
類
八
十
一
一
醸
…
．
第
二
巻
に
1
1
寵
，
・
升
、
臼
、
牛
車
、
腹
等

　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
へ
　
　
　
　
し
　
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
へ

の
器
物
類
三
十
八
点
、
第
三
巻
に
拭
家
畜
の
属
四
十
第
四
巷
に
は
壌
壕
二

＋
四
嵐
を
工
め
れ
り
、
而
し
て
初
に
簡
箪
漏
る
解
設
ご
目
鋳
に
年
代
を
附
ぜ

ろ
も
の
あ
り
、
何
れ
も
鮮
明
な
ろ
コ
・
タ
イ
プ
に
イ
、
印
刷
さ
れ
あ
れ
ば
、
こ

の
種
逡
物
研
究
盾
に
は
よ
き
材
斜
ε
な
る
ぺ
・
し
。
（
定
盤
山
ハ
、
○
○
）

　
　
　
㊥
⑭
7
卿
＝
橡
Z
凧
q
め
7
一
∋
鑑
づ
働
叫
日
、
ン
。
潮
田
ゴ
診
。
∴
δ
ー
ヨ
。
冠
○
｛
デ

　
　
　
ご
慧
ρ
（
、
一
、
ぎ
と
翌
団
。
茸
①
＾
｛
Q
Q
7
置
u
o
「
累
」
ヨ
§
o
）

船
の
研
究
者
ζ
し
て
名
あ
ろ
酉
村
眞
諸
氏
の
着
す
寸
」
こ
ろ
，
氏
か
躍
本
古

代
船
舶
研
究
の
第
一
撃
“
」
・
し
て
去
る
八
月
早
稻
田
大
學
よ
り
出
版
ぜ
う
も
の

な
り
Q
太
丁
丈
七
章
三
十
一
百
（
、
、
陶
画
…
蹴
葉
．
八
曲
測
十
⊥
ハ
を
一
攻
む
O

　
絡
論
ト
於
て
著
者
ほ
船
舶
の
研
究
の
本
邦
上
古
皮
上
重
量
な
る
意
義
め
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
も
　
し
　
た
　
へ

を
ム
ひ
，
そ
の
興
味
あ
る
一
例
｛
し
て
熊
野
請
手
船
を
選
び
、
第
一
章
に
於

　
も
　
　
ヘ
　
ヤ
　
　
へ
　
ゆ
　
も
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
ヘ
　
へ

は
紀
記
騨
話
・
ト
表
ほ
れ
糞
る
此
の
韻
の
解
灘
を
な
・
し
，
第
二
草
は
二
号
諸
手

　
　
　
　
　
ぬ
　
ヘ
　
へ

船
着
し
く
は
天
漕
船
の
語
源
を
研
究
し
て
其
の
構
造
を
池
ら
ん
ご
試
み
、
第

　
　
　
　
　
　
ヘ
　
へ
　
や
　
め
　
ヘ
　
へ

四
章
以
下
に
於
て
出
雲
斐
保
融
融
の
暴
論
ご
之
に
使
用
煙
ら
る
・
諸
手
船
の



構
潅
を
記
し
て
、
そ
れ
ミ
構
癒
の
似
れ
り
ぐ
」
云
ふ
朝
鮮
の
三
角
形
小
船
、
ア

イ
ヌ
の
漁
船
，
さ
て
拭
ア
ム
ー
ル
の
箱
船
の
形
式
婚
造
を
論
じ
、
満
洲
の
船

形
縮
に
及
び
結
論
・
ト
於
て
古
代
の
能
…
野
諸
手
船
の
構
造
を
推
疋
・
し
て
，
こ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
　
ヘ
　
へ
も
　
へ

が
出
雲
派
民
族
に
使
用
さ
れ
し
も
の
、
其
の
趨
源
は
7
．
ム
ル
の
箱
船
．
」
嬰
し

朝
鮮
の
一
二
角
形
小
船
ε
…
臨
画
あ
謡
り
、
　
之
よ
」
り
＋
ロ
残
日
盤
面
係
を
窺
ふ
べ
・
し
ご

ぜ
り
。
巻
末
の
圖
版
及
挿
圃
に
こ
の
本
隊
ざ
相
劉
し
て
讃
者
に
興
昧
を
與
ふ

る
多
し
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
へ

此
の
熊
野
諸
手
船
の
起
源
に
關
す
る
研
究
．
豫
に
第
二
章
の
語
源
の
解
繹

の
如
き
は
學
者
の
同
意
を
得
べ
き
や
否
や
未
だ
知
ろ
可
か
ら
す
、
猴
研
究
の

絵
皿
あ
る
が
鱒
き
も
、
諸
乎
船
か
古
或
の
軽
愚
を
立
見
曇
る
は
宍
道
湖
申
海

に
今
醜
行
は
る
・
一
種
の
蜀
木
舟
ミ
共
に
此
の
記
蓮
に
於
て
明
に
認
む
べ
く

土
俗
湘
考
右
墨
・
上
に
注
慮
す
べ
吾
断
口
交
“
」
輪
ふ
べ
・
し
。
（
慣
一
、
○
∩
）
）
〔
梅
原
〕

　
　
　
　
　
㊥
錐
　
　
誌

　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
へ
　
　
も
　
や
　
も
　
へ
　
も
　
へ

　
　
　
　
㈱
「
座
」
の
越
海
亡
其
語
原
　
　
　
丈
學
博
士
　
三
浦
　
周
行

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
難
民
三
三
雑
諒
第
廿
三
巻
第
一
號
所
載
）

「
座
一
に
就
て
の
研
究
に
に
、
輝
き
に
綿
田
薄
士
，
柴
謙
太
鄭
軍
士
め
り
、
二

者
、
　
叉
三
浦
樽
十
虚
μ
経
濟
払
醐
叢
（
柚
弟
一
二
巻
弟
三
㊥
六
体
、
第
四
青
茅
山
ハ
曲
目
）
に
於

て
「
『
座
』
の
凝
望
」
を
叉
中
由
太
鄭
氏
「
座
源
流
考
」
（
歴
史
地
理
第
廿
九
巻

第
三
・
四
號
）
を
翼
表
ぜ
ら
れ
お
り
・
し
が
、
更
に
叉
博
士
は
「
座
」
の
起
源
及
燕

語
原
に
就
て
其
研
究
を
示
さ
れ
た
り
、
最
初
に
、
「
座
の
意
義
に
堕
す
る
諸
読
」

第
、
ご
餐
　
　
紹
　
介
　
　
雑

軸冨心

書
し
て
編
国
語
士
、
柴
學
士
、
中
山
氏
の
翫
を
描
げ
、
次
に
肖
諸
訊
に
鉗
す
る

批
評
」
馨
し
て
輻
田
搏
士
の
塵
や
座
が
ク
ラ
叉
は
イ
チ
ク
ラ
の
溝
課
砿
ら
ん

ご
い
ふ
第
二
の
假
定
読
を
排
し
、
座
の
割
度
の
．
起
源
を
李
安
朝
に
置
か
ん
ミ

す
る
説
に
響
し
て
、
關
市
営
を
引
吾
そ
鷲
鼻
頁
朝
に
も
存
ぜ
り
ε
鷺
こ
，
柴

學
士
の
座
の
語
原
に
關
す
み
記
蓮
は
欝
明
噺
を
恥
く
ご
・
し
て
、
氏
が
商
工
業

の
座
の
起
源
を
羅
ら
朝
毎
醜
係
の
も
の
に
限
ら
ん
ご
で
る
の
罎
り
、
座
の
語

原
を
座
席
の
意
味
の
外
に
紅
寺
關
係
の
語
原
を
有
ず
ビ
思
惟
さ
れ
し
に
非
る

か
，
又
氏
は
商
工
業
者
ご
械
門
勢
力
こ
の
關
係
を
室
町
時
代
に
至
弓
て
始
め

て
生
ぜ
啄
ミ
｝
一
而
へ
る
は
材
料
に
捉
は
れ
・
し
嬢
な
吾
・
に
・
し
も
貸
す
ご
て
，
｛
問
工

業
者
ご
就
職
ミ
の
關
係
鎌
倉
時
代
に
遡
る
ご
同
痔
に
、
他
の
本
所
こ
の
同
一

關
係
も
亦
推
知
て
べ
・
し
ぐ
」
し
、
巾
肉
氏
の
説
に
批
判
の
範
團
外
な
り
こ
て
言

及
也
す
。
「
座
の
起
源
に
關
す
る
管
見
」
．
」
達
て
、
座
の
由
來
は
掻
め
て
古
く

品
部
の
問
に
も
其
筋
芽
あ
れ
こ
も
、
李
安
時
代
の
瀧
會
事
情
は
座
の
如
き
も

の
、
存
在
・
し
得
べ
吾
血
肌
能
脚
に
．
あ
り
、
貞
纈
…
六
晶
牛
九
月
四
B
太
政
賞
”
符
に
畢
、
　
山
巾

人
講
司
諸
家
に
仕
ふ
る
事
を
聴
取
ぜ
る
は
此
種
の
從
騰
關
撫
の
裏
面
に
利
釜
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
ヘ
　
ヘ
　
や
じ
　
へ
　
も
　
へ

交
換
あ
る
べ
き
を
示
ぜ
る
な
り
、
争
鳴
官
務
二
女
書
に
攻
む
る
永
承
三
年
八

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
ヘ
　
へ

月
七
日
の
寅
旨
に
京
都
の
織
工
に
・
し
て
織
部
靱
の
管
轄
を
受
け
公
役
を
敗
め

つ
・
あ
る
者
が
、
他
の
私
機
を
禁
じ
織
物
業
の
濁
占
を
得
漂
う
な
り
、
又
室

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
ヘ
　
コ
　
へ

町
時
代
の
畏
間
現
象
六
る
土
倉
酒
屋
等
の
事
蜜
が
準
安
朝
末
期
に
荏
ぜ
・
し
事

笹
を
象
げ
て
座
の
事
實
が
少
曳
ミ
も
卒
安
虫
垂
に
准
在
砿
る
を
認
め
，
「
座
の
．

第
四
號

一
山
ハ
レ
ー
　
　
へ
七
一
⊥
乃
）


